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生まれ変わった 下津浦地区コミュニティセンター

調理室 ↓ 調理室
↓ 事務室 大会議室

↓研修室１ ↓研修室２

建物の裏側から見た

新コミュニティセンター
現在のコミュ

ニティセンター

↓

これまで長きにわたり、コミュニティの場として皆様に親しまれてきた下津浦地区コミュニティセンターが土砂災害等

のレッドゾーン区域にあったため、平成３０年１０月に市まちづくり支援課へ移転要望書を提出しました。その後、改築

場所が旧コミュニティセンター迫分館に決定。

その後、何度も話し合いを重ね、昨年６月から旧迫分館の解体工事が始まり、９月には安全祈願祭が行われ、新コ

ミュニティセンターの改築工事が着工され、３月１２日に竣工予定となりました。

下津浦住民の皆さまの新しいコミュニティの場となる、コミセンが間もなく完成します。

なお、落成式は３月２４日（水）に予定されております。

昨年６月初旬 解体工事 ７月初旬 更地

↓ ↓ 更地

９月１１日 安全祈願祭

１０月中旬 コンクリート打設
１１月 骨組み

１２月 内装工事 他

旧 迫分館



　　

（敬称略）

【寄付種類】 【寄付者名】 【地区名】

ふるさと応援寄付金 元島 顕広 熊本市

善意をありがとうございました

昨年の１２月３０日、強風の吹く悪天候の中で、地域の皆さんの協力を得て、旧

有明西中跡に立派な鬼火が立てられました。

年が明け、当初予定されていた日も悪天候のため延期され、１月１０日（日）午

前６時３０分に点火。集まられた地域の皆さんは鬼火の火で餅を焼いたり、暖をと

られたりしていました。鬼火の火で焼いた餅を食べると、１年間病気をしないと言

われています。未だに収束しない新型コロナウイルスにも負けず、１年間過ごせる

といいですね。

鬼火立ての作業にご協力くださった方々、当日の最後の火の始末まで見守って

くださった方々、ありがとうございました。

鬼火焼き

一人暮らしの弁当づくり

２月１０日（水）、下津浦地区コミュニティ

センターにおいて、社会福祉協議会（有

明）主催の７５歳以上の一人暮らしの方な

どを対象としたお弁当づくりが行われまし

た。 今回もご協力くださったのは、食生

活改善推進委員協議会（下津浦）の方々

と、民生委員・児童委員、福祉生活部会

員の方々です。対象者の方々へ愛情たっ

ぷりのお弁当が届けられました。

お知らせ
３月７日（日）に予定さ

れておりました、津波避

難訓練は新型コロナウ

イルス感染拡大防止の

ため中止となりました。

３月７日（日）午前８時～
みどりの会による作業が行

われます。関係者の方はご

協力お願いします。

集合場所、作業内容につ

いては例年通りです。

令和２年分 市・県民税申告

３月１１日（木）に、下津浦地区コミュニ

ティセンターにおいて、令和２年分 市・

県民税の申告受付が行われます。

♦受付時間♦ （番号札は８時半から配付）

●午前９時～正午まで

●午後１時～３時３０分まで

※申告が必要な方はお忘れなく！

今年の雛人形展は、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため、規模を縮小して、

コミセン玄関ロビーに展示しております。

展示は、３月３日（水）までです。


